
竜巻・雷を知る竜巻・雷を知る

竜巻から身を守る竜巻から身を守る

　積乱雲（入道雲）の下では、竜巻・雷・強い雨が発生し、大きな被害が生じる場合があります。

　竜巻は突如発生します。竜巻の特徴を知り、すばやく身を守る行動をとりましょう。

●真っ黒な雲が近づき、周囲が急に暗くなる。　●雷鳴が聞こえたり、雷光が見えたりする。
●ヒヤッとした冷たい風が吹き出す。　　　　　　●大粒の雨やひょうが降りだす。
すぐに安全な場所に避難しましょう！

ここに注意！

　積乱雲は強い上昇気流によって垂直方向に著しく発達した雲です。夏によく見られる入道雲も積乱雲です。

積乱雲（入道雲）とは

屋内にいる場合

●家の１階の窓の少ない部屋に移動する。
●雨戸・カーテンを閉め、窓から離れる。
●丈夫な机やテーブルの下に入るなど、体を小さくして頭を守る。 

屋外にいる場合

●頑丈な建物の中に駆け込む。
●駆け込める建物がない場合は、頑丈な建造物の陰に入り、身を小さくする。
●物置やプレハブの中は危険なので入らない。
●電柱や太い樹木には近づかない。
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雷から身を守る雷から身を守る
●建物や車があれば、そこに避難する。　　　　　　　　　●畑や広場などの平坦な屋外では姿勢を低くする。
●海水浴・サーフィン・ゴルフなどは中断し避難する。   ●傘、釣竿、ゴルフクラブなどの長いものは持たない。
●樹木や電柱には近づかない。

豊橋市の竜巻による被害豊橋市の竜巻による被害
　豊橋市では、竜巻などの突風が過去に度々発生しています。平成11年9月24日に発生した
竜巻では、奇跡的に死者はありませんでしたが、甚大な被害となりました。

人的被害
重傷者数
軽傷者数

15人
400人

住宅被害 その他
停電全壊

半壊
一部損壊

52世帯
333世帯

2,150世帯

40棟
309棟

1,980棟
電話
通信被害 約700件

約7,200世帯

竜巻注意情報とは竜巻注意情報とはまめ知識
　竜巻注意情報は、積乱雲の下で発生する竜巻、ダウンバーストなどの激しい突風に対して注意を呼びかける情報で、雷注意
報を補足する情報として気象庁が発表します。気象情報や雷注意報、竜巻注意情報を気象庁ホームページで確認しましょう。

気象庁ホームページ https://www.jma.go.jp/jma/index.html
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火災から身を守る火災から身を守る

　火災に気づいたら、すぐに「通報」、「初期消火」、そして「避難」するこ
とが大切です。優先順位は状況によって異なるため、慌てず冷静に判断
しましょう。
　地震発生時には出火していなくても、ガスの元栓を閉める、電気のブ
レーカーを切るなどの出火防止を行ってから避難しましょう。日ごろか
ら、放火等を防止するため、家の周りに燃えるものを置かないように
しましょう。

住宅用火災警報器住宅用火災警報器
　住宅火災で亡くなられた方の多くは「逃げ遅れ」が原因です。火災から大切な命を守るため、
「寝室」、「階段（寝室が２階以上にある場合）」、「台所」への設置が必要です。火災を早期に発見
することで、通報や初期消火が早まり、被害の軽減につながります。

火災に備える

●正常に作動するか、定期的に点検しましょう。
　（月に1回が目安）
●10年を目安に本体ごと交換しましょう。
　（機器の劣化、電池切れの可能性があります。）

設置後は適切な維持管理を
　消防署や市役所の職員が住宅用火災警報器等の訪問販売を
することはありません。「怪しいな」と思ったら、最寄りの消防署や
東三河消費生活総合センター（電話：0532-51-2305）にお問い
合わせください。

悪質訪問販売に注意

①通報 ②初期消火 ③避難
●大声で「火事だ」と叫び、周囲に
　知らせる。
●119番通報する。（固定電話・携
　帯電話）
●危険が迫れば近所に通報を依
　頼する。

●屋内では炎が天井に達するま
　でとする。
●必ず避難口を背にする。
●危ない、怖い、無理と思ったら
　すぐに避難する。
●屋外であれば風上から行う。

●日頃から2つ以上の避難できる
　経路を考えておく。
●余裕があれば燃えている部屋
　の窓やドアを閉めて空気を遮
　断する。
●煙は吸わないようにする。

まめ知識 消火器の取扱い方法消火器の取扱い方法

火災予防についてのお問い合わせ先 電話 ： 0532-51-3115   メール:yobo@city.toyohashi.lg.jp豊橋市消防本部予防課

ホースを持つとノズルが暴れることがあります。
ノズル部分をしっかり持ちましょう。
消火器の有効射程は３～５mです。

レバーが握れなければ消火器を置き
体重をかけて押さえると噴射します。
噴射時間は粉末消火器で10～15秒
程度で、強化液消火器は１分程度です。

レバーを握っていたら安全栓は
抜けないので気をつけましょう。

ホームページ：https://www.city.toyohashi.lg.jp/3177.htm
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